
＜学会からのお知らせ＞ マテリアルライフ学会
「第 2回マイクロプラスチック　シンポジウム」

【会期】2019年 11月 26日（火）　　【会場】関東学院大学関内メディアセンター

　海に流れ出た大量のプラスチックごみが引き起こす環境汚染が世界的な問題になっています．本年 6月 29日に大
阪で開かれた主要 20カ国・地域（G20）首脳会議でも主要議題に挙げられ，会議の成果をまとめた首脳宣言では，
新たな海洋プラスチック汚染を 2050年までにゼロにする事を目指す「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」が共有
化され，プラスチックの重要性を認識しつつ，誤った管理によるプラスチックごみの流出を減らす包括的なアプロー

チによりプラスチックごみによる海洋汚染の削減を目指す取組みが始まりました．マテリアルライフ学会では，劣化

やエコマテリアルを専門に扱う学会として，プラスチックごみ問題に取り組んでいる専門家や第一線のマイクロプラ

スチック研究者を招聘し，最新情報の共有と意見交換を目的としてシンポジウムを開催します．マイクロプラスチッ

クや海洋プラスチック汚染に関心をお持ちの方々の参加をお待ちしております．

研究発表会は，下記の要領で開催します．

日時：2019年 11月 26日（火）13 : 00～17 : 40（予定）

会場：関東学院大学関内メディアセンター　Ｍ 803講義室
〒231-0011 横浜市中区太田町 2-23
横浜メディア・ビジネスセンター 8階
JR・市営地下鉄関内駅より徒歩 5分
みなとみらい線馬車道駅 5番出口より徒歩 3分
http://univ.kanto-gakuin.ac.jp/index.php/ja/home/
about-university/overview/campus-facilities/location.
html#dp_04

主催：マテリアルライフ学会

協賛：機能性フィルム研究会

募集人員：100名

参加費：

一般会員 10,000円，シニア会員 6,000円，学生会員
4,000円，非会員 15,000円，学生非会員 6,000円

申込方法：

申込用紙によるメール，FAX，郵便による直接申込ま
たはマテリアルライフ学会 HPより

プログラム：

第 1部（司会；五十嵐敏郎）
13 : 00～13 : 05　　開会挨拶　（五十嵐敏郎）
13 : 05～13 : 40　　 プラスチック汚染　世界で今起

こっていること（井田徹治；共同

通信）

13 : 40～14 : 15　　 海洋プラスチック問題への産業界
の取組み（岸村小太郎；日本プラ

スチック工業連盟）

14 : 15～14 : 50　　 “調べるごみ拾い”にみる荒川の河
川ごみの現状

（今村和志；NPO法人　荒川クリー
ンエイド・フォーラム）

14 : 50～15 : 10　　総括質疑
15 : 10～15 : 25　-------休憩 ------
第 2部（司会 黒田真一）

15 : 25～16 : 05　　 海洋プラスチックの動態と今後の
研究展開（磯辺篤彦；九州大学　

応用力学研究所）

16 : 05～16 : 40　　 マイクロプラスチックの生成機構
と対策（中谷久之；長崎大学）

16 : 40～17 : 15　　 屋外暴露された PP射出成形品から
発生するマイクロプラスチック（栗

山卓；山形大学）

17 : 15～17 : 35　　総括質疑
17 : 35～17 : 40　　閉会挨拶（黒田真一）



【会場までのアクセス】

関東学院大学関内メディアセンター

行 事 申 込 用 紙

【申込先】マテリアルライフ学会　　〒116-0011 東京都荒川区西尾久 7-12-16　創文印刷工業（株）内
　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL.03-3893-3692　FAX.03-3893-3603　E-mail:mls@kt.rim.or.jp

（
コ
ピ
ー
可
）

参
加
申
込
書

行事名：マテリアルライフ学会　「第 2回マイクロプラスチック　シンポジウム」　（2019. 11. 26）

参加者名（複数可） 【参加費】
会　員：□一般10,000円□学生4,000円□シニア会員6,000円
非会員：□一般15,000円□学生6,000円

勤務先 TEL.
FAX.
E-mail : 

【送金方法】
①銀行振込：みずほ銀行 兜町支店 普通口座 1505652
②郵便振替：00120-2-708181
　振込予定　 月　 日　口座名：マテリアルライフ学会
※請求書（要・不要）

連絡先　〒

※参加費の該当箇所を○で囲んで下さい． ↑※連絡先は明瞭にご記入下さい．

キリトリセン


